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組織化学の’研究
（II）蒼鉛の組織化學

（本論文の要旨は，第36回冒本病理学会総会において発表した．）

　　　金沢医科大学病理学教室（指導　石川教授）

医学士　白　　木　　光　　雄
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　第2節　組織化学的方法

目

序

　本報告は，系統的組織化学的研究の第2部で

ある．

　系統的組織化学的研究は，i教室が提唱してい

る化学的感受体系統学説の実験的証明に必要で

あった．

　本編では蒼鉛を取扱っている．これを取扱う

ことは，化学的感受体系統の研究に必要である

が，翻倒駆梅剤として使用される本剤の生体内

四獣を組織化学的に追求することにもなる．蒼

鉛の組織化学的証明のために，アンチピリン，

メチレンアミンを試薬とする新しい方法を考案

した　本方法の確認限度は0．15γで，全i操作過

第1章緒

　蒼鉛剤は牧敷の目的を以て胃腸に，叉皮膚疾

患に．或いは防腐及び牧敏の目的を以て，創傷

及び潰瘍に用いられている．そして，～これを駆

梅の目的に用いられqたのは，1921年Sazerae　u．

Levaditi　1）によるが，～これ，を企てたのは1889年

：Balzer　2）である．叉1916年Robert　u．Souton　3）が

酒石酸加里ソーダ蒼鉛を鶏の梅毒に注射してそ

の効果の大なる～二とを認めた．次いで：Fournier

次

第3章　実験成績

第4章　総括及び考按

第5章　結　論

　　　：文　献

　　　附　図

論

程は私共が組織化学的証明法として必要である

と考える条件を満足させている．

　モルモットに蒼鉛を投与して，本方法を以て

生体内分布並びに運命を，全臓器につき検索す

ると次の如くになる．

　最も迅蓮に且つ大量に出現するものは腎臓で

ある．との事は蒼：鉛が尿中に排泄されることの

多きを示指する．次いで肝臓並びに脾臓におい

てであって，両者は勿論蓄積臓器としてであ

る．副腎，筋肉，皮膚，大腸，胃これに次ぐ．

叉僅かではあるが，脳（主として脈絡及び脳室

壁，唾液腺）にも認められた．

言

u，Guenot　4）はこれを臨床的に応用し，　Milion　5）

は効力を比較検討している．

　蒼鉛剤の臨床的応用が拡大されるに従って動

物実験も多くなった．

　先ず注射後の尿及び尿申への排泄歌態を検索

したものでは：，teonard　u．0’briell　6），　KUrthy　7），

Grahgit　8），　Hanztikその他9），　Sallmann，　Coleand

u．Henderson　13），　Goodmann，　Gelman　14），浜屋10），
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野口11），石12》，橋本15）等の研究が見られる．

　叉蒼鉛の脳脊髄液申への移行については，浜

中16），StraDdberg　u．　S16grell　l　8），　Hanzlik　19），石

20）は肯を説き，Kr・しtze11－elbogen　17）は否を説、ρ

ている．その他，：Leonard　u．　Seibert　21），：Fabre

u．Picon　22），　Akamatu　23），浜屋11｝），野口11）等は

各臓器中の分布を検索している．

　以上の研究はすべて比色定量：法であるBand－

nar　u．　Kare11（1928）24）の方法及びその改良法に

よる成績である．との方法によっては臓器一定

量申の蒼鉛の含有量：を測定するに過ぎす，臓器

の如何なる部分に癬取されておるかは全く不明

である．所が，1927年においてChl　isteller　25）が

蒼鉛の組織化学的証明法を発表している．氏は

組織内におや・て硫酸キ・ニーネと沃度加里を用い，

て蒼鉛を顕微鏡下に認めたのである．蓋し組織

化学は臓器定量の不備を完壁にするものであ

る．蒼鉛に対する組織化学的証明法は，その他

に岡本（昭17）26）の考案したヂチオレゾルシン

法がある．

　私はアンチピリン・メチレンアミンによる蒼

鉛の新しい組織化学的証明法を考案したので，

硝酸蒼鉛注射後の各臓器の蒼鉛分布を時間的に

追求し，併せて蒼鉛剤の連続注射による臓器の

蒼鉛撮取ナ三態を検索しようと思って実験を開始

した．

第2章実験方法及び実験材料

　　　　　第1節試験管内反応
　私は蒼鉛の微量分析法の内，高木及び長瀬（昭11）27）

の発見せるアンチピリン・メチレンアミソ法を組織化

学に応用しよ弓と試みた．両氏の論文に従って，アン

チピリン・メチレンアミソ（以下，ア剤とす）を合成

し，その融点を測定して純度をたしかめ試薬に使用し

た．本法の原理は，蒼鉛と沃度加里が初めに反応し，

そこにア剤が存在すれば不溶解性の榿色沈澱である

〔（cuHnN20cH2）3N〕2・3HI3iJ4の形のものが出誤る

のである．即ち

　　　　13i”！十3」ノ→BiJ3

　　　　13i」「3十］「！＝誕三二13iJ’4！

　3：BiJ／4十2〔（c11H11N20cH2）3N2〕→〔（c11H11N20cH

　　2）3N2〕　・　311113iJ4

　　　　　ア　剤

　このア剤を90％アルコールに飽和せしめ，次いで

10％沃度加里液を作って試薬とする．

　この反応の鏡台度の測定はi欠の表の如くである，

鏡敏度測定　（検液1滴について）

即　　　時

30　分　後

1時列後
1時聞孚後

500Y

柵

柵

2Y

十

十

1Y

±

十

0．15 対称

＿～十’

　±：　　一

（十→冊…呈色沈澱，±…呈色漏濁）

t

　従って　　確認限度　O・0εcc申　0・15Y蒼鉛

　　　　　　限界濃度　　1　：　350．000

　ここに生じた複塩は無水アルコール，キシロール，

バルサム，パラフィン，鉱酸に不溶，アルカリに可溶

である．

　他の金属イオンとの鑑別を検して見ると，1，銀，

鉛，水銀イオンは沃度加里のみでも黄沈を生ずるが，

この反応は鏡二度が低い．2。鉄，銅イオンは沃度加

里を分解して沃度を遊離せしめる，動物体内において

は，鉄，銅の存在は多いから試薬から沃度の遊離され

ることは考えられる．そこでこの沃度を澱粉一沃度加

里を用いて青色物質なるヨード澱粉に変える．斯くし

て目的物である蒼鉛願粒の榿色沈澱と鑑別せしめるの

である．この試みは劃期的であると考える．

　　　　　第2節　組織化学的方法

　実験動物は健康なモルモッ1・（大体3009）を選び，

次のように1回のみ注射の群と連続注射のものとに別

けた．

　（1）1回注射の場合

　硝酸蒼：鉛を0・5N硝酸に2％の割に溶解せしめ，こ

の5ccをモルモゾトの皮下に注射した，そして1時間

後，3時間後，6時閲後，12時雨後，24時聞後に心臓

穿刺による霜気栓塞を以って殺し，直：ちに解剖し，各

臓器を約2mmの厚さに切り出して下記の固定及び染

色液に入れる．

　（2）連続注射の場合

　a）1回注射を行ったのと同じ：蒼鉛溶液を用い，こ
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れを3cc宛1週間毎日1回蓮続注射を行って，注射終

了後24時聞を経て殺し，前記のように処理する．

　b）駆梅剤として用いるギフロソ使用

　ギフロソは水酸化蒼鉛及び酒石酸カリウム蒼鉛より

譲る乳朕液であって，その1cc申に0・19の蒼鉛を含

有している．1管中のギフロン’は1・2ccである．

　これを第1日目に1筒，第2日目より第10日目まで

2筒ずつ，第11日目に3筒を筋肉内注射を行い，注射

後24時問を経て撲殺し，同様な方法で固定する轡

　固定及び染色方法；

　　（1）衣の混液中に24時間入れて置く．

　　　一1，飽和ア剤無水アルコFル　100　容　　　1

　　　－2，10％沃度加里溶液　　　　3～5容

　　（2）直ちに無水アルコールに移して12時聞放置．

　　　　（註り

　　（3）次に，キシロールにて透徹し，パラフィン

　　　　に包埋する．

　　（4）5－6，、αの厚さに切片とし，載物ガラスに

　　　　張付ける．

　　（5）睨1パラフィンを行って，…欠の混液申に，37。C

　　　　30分間浸す．（註2）

　　　一1．1％澱粉液　　　　　　1容
　　i
　　　－2，　2％沃度ヵ口里山　　　　　 1容
　　（6）水洗（溜水にて）10分間

　　（7）後染色；ヘマトキシリンにて核を淡染す

　　　　る．

　　（8）水洗
　　（9）睨水（アルコールにて）→キシロFル→・バル

　　　　サム封入．

　結　果；

　　蒼鉛の存在によって，組織内に燈色の町回を認め

　る．

　註1：腕水固定を充分にするために行う．

　註2：組織内において鉄，銅の存在のために試薬

の沃度加里から沃度を遊離する危瞼が多いから前述し

たよ5に蒼鉛穎粒との鑑別を容易ならしめるために行

う．

第3章　実　験成績

　私の考案した組織化学的方法によって，正常

健康モルモヅトの各臓器につV・て蒼鉛の検出を

行ったのに，すべて陰性であった．

　各臓器の分布歌態を，1．循環系，II。丸心器

系，III．呼吸器系，　IV．泌尿器系，　V．内分泌

系，VI．脳，　VII．その他，に分けて：検索した．

1．循環系

　（1）心臓の蒼鉛撮取状態

　心臓においては，内膜内皮細胞及び心筋に

微量の樋取を認めるのみで，特別の癬取はな
v、．

　（表において，±は痕跡～微量：，十は小量，什は申

等量，柵は稽ヒ大量，柵は大量，冊は極大量を示す．）

　（2）脾臓の蒼鉛高取歌態（第1表，第1図）

　脾臓においては，第1表の如く，1回注射の

場合は3時闇目には網檬細胞及び濾胞周辺暦に

微～小量の疎取を示し，6時聞目にはなお増加

している．12時闇以後は排泄の歌態を示してい

る．：爽動脈壁にては16時副読に微～小量とな

り，12時封目に小量，24時間目には減・じて微～

小量となっている．脾洞内皮には微量である．

爽動脈壁並びに濾胞周辺部は広汎性内分泌機構

である点にお》・て注目に値する．蓮続注射にお

いては，網檬細胞に特に多量で，次いでは爽動

脈壁及び濾胞周辺暦である．ギブ・ン連続注射

における網様細胞の蒼：鉛撮取は相当多く大量で

ある．次いでは濾胞周辺暦及び爽動脹壁であ

る．

　（3）淋巴腺の蒼鉛癬取1伏態

　淋巴腺においては一般に少：量であり，梢ヒ認

められる部分は皮質においては縁洞内皮及び濾

胞周辺部であって，髄質におv・ては髄洞内皮に

認められた．

II．浩化器系（唾液腺，胃，小腸，大腸，肝臓，

　　胆嚢，膵臓）

　（4）唾液腺の蒼鉛撮取駄面（第2表）

　唾液腺における蒼鉛分布は第2表の如く少量

ではあるが蒼鉛の出現を認める．

　（5）胃の蒼鉛癬取朕態

　胃においては，粘膜上皮細胞に6～12時外目
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第1表　　脾臓の蒼鉛分布表

＼　時　　間
臓　奮一一＿
被

梁

膜

柱

血
管

壁

腔

濾
申　　心　　歯

周　　辺　　層

三巴
二一

壁

腔

網　　様　　細　　胞

萸　　動　　版　　壁

脾　　洞　　内　　皮

淋　　　巴　　　球

1

±

士

±

±

　±

土～±

　±

3

士

±

±

　±

十～±

±

±

：±：～十

　士

　±

6

十

±

±

±

十

±

±

　十

±～十

　±

12

±

±

±

　±

十十～士

±

±

十

十

±

24

±

±

±

±

　十

十～±

　士

蓮　注

±

±

±

±

±

十

±

±

　十

：±：～十

G

±

十～±

±～±

±

柵

±

±

柵

註．Gはギフロン注射

第1図脾臓の蒼鉛分布グラフ

　什
　↓

　⊥

需⊥

叢1

　　　×　　x網様細胞
　　　ひ・……・。o濾胞周辺暦

　　　ロー・一一嶋黄動脈壁

　　　△一一一一一△門門内皮

4隻ミミ
σ／／　　　　　　＼
　！　　　　　　　　　　　　　　　　　、

！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

〆　　　　　　　　　　　　・△

’」一一一＿」＿＿＿
1　　3　　S　　12　24時間

第 2

より微量ながら出現し，固有層には小～微量の

分布を示している．ギフロン血続注射の分布は

1回注射の場合と大差はない．

　（6）小腸の蒼鉛撮取歌態

　小腸においては胃における分布よりも少な

く，唯粘膜暦にお・ける団官暦ヒこ微量の撮取を認

めるのみである．

　（7）大腸の蒼鉛橘取歌態

　大腸における分布は先ず，粘膜暦において，

上皮細胞に12時間目に微量，24時聞後も微量を

示す．杯状細胞には12時間目には微量以下であ

表

＼一＿壁　聞
臓　　器＼
聞　質　結　締　織

粘　　液　　細　　胞

漿液細胞叉は寸寸

分
泌
管

壁

腔

導
管

壁

腔

血
管

壁

腔

1

±

2

±

±

±

3

士

±

±

4

一±

　±

±～＝ヒ

±

±

±

5

土

±

±

±

±

±

連　注

十

十

十

十

±

十

G

±

±

十～±

　±

士

±

　±

十十～十
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るが，24時冥目には微：量に増加する．固有暦に

おN（ては3時闇目より微量となり，12～24時間

目は小～微量に増加している．蓮続注射の場合

には，固有暦に多く，次V・で上皮細胞に多い．

　（8）肝臓の蒼鉛撮取歌口（第3表，第2図）

　肝臓におV・ては1時闇目に既に星芒細胞に微

量，3～12時煙毒には小量，その後24時間目に

は微：量の分布を示す．肝細胞にては星芒細胞よ

り至れて撫僻するが，24時予後にも小量の分布

を示している．胆管壁には12時間目より著明と

第3表　　肝臓の蒼鉛分布表

＼〉一叢聞
　臓　　　器　　　　　　　＼

肝　　　細　　　　胞

星　　芒　　細　　睡

中　　心　　静　　脈

グ
リ

ソ

ソ

氏
鞘

結　　締　　織

動　　脈　　壁

欝　　脈　　壁

胆　　管　　壁

1

±

±

±

±

±

3

士

十

±

　±

±～十

6

十

十

±

±

十

±

12

十

十

±

±

二

三

±

24

十

±

±

連　注

甘～珊

冊～柵

　十

±

±

±

±

±～±

　十

　十

G

柵

柵

士

　十

　±

±～十十

　±

第2図　肝臓の蒼鉛分布グラフ

響

1

十

分

珪土
状
態

　X　　　×　星芒細胞

　α一…一一〇肝細胞

　ロー一一一一｛1中心静脈

／／　　　　　　＼

9／　　　　　　’毎＿一＿．ロ

1561224日寺…匿」

なる．連続注射におV・ては星芒細胞及び肝細胞

に多：量の蒼鉛の擶取を認めた．叉初期（1ん6

時間目）は中心麿に多く，12～24時聞目一こは大

体周辺暦と同程度の撮取を示す．

　（9）胆嚢の蒼鉛癬取歌態

　胆嚢においては，12～24時間目に微量の出現

を認め，主としてそれは上皮細胞である．

　（10）膵臓の蒼鉛癬取駄態

　膵臓におV・ては：膵小島には認め鄭iV・．但し，

化学的感受帯であると私共の考えている所の

Complex．　Neuro－insulaire部位に屡々蒼鉛穎粒

を認めた．外分泌部における腺細胞に6時闇目

に微量を認めた．ギフロン注射によって腺細胞

に小量，膵小島周辺部特にC・mplex．　Neuro－

inSulaire部位に微量を認めた．

III．呼吸器系（肺臓）

　（11）肺臓の蒼鉛撮取朕態

　肺臓におV・ては，気管枝梢ζ（潤管部）上皮

及び周囲淋巴腔に6時問目に微量以下，12時間

目には微量を認め，との部は肺の化学的感受帯

なる点におV・て注目に値する．肺胞においては

上皮細胞に6時十目より12時間目まで微量の分

布を示している．連続注射の場合には，潤管部

上皮に小～微量，肺胞上皮に小量の分布を示し

てV・る．

IV，泌尿器系（腎臓，膀胱）

　（12）腎臓の蒼：鉛弓取ナ伏態（第4表，第3図）

　腎臓においては，糸骨体血管係蹄に6～12時

問目微量，その後減少する，細尿管部において

は，1時二目に主部細尿管に微量，3時闇目に

は小量，潤首部微量となり，6～12時間目は主

：部細尿管に申等量，潤管：部は小：量，腎小島は小

～徴量に増加し最：高を示している．集合管腔に

は12》24時瞠目に小～微：量となる．腎小島は腎

臓に．お・ける化学的感受：帯である．i連続注射にお・

いては主：部細尿管に大量，潤酌取には中等量，

腎小島は小量の分布を示してv・る．
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第4表　　腎臓の蒼鉛分布表

　く＝＝＝壁　蘭

　臓　　器＼
糸
母

体

細

尿

管

部

ホーマン氏嚢

毛細血管係蹄

主　　　　　部

係　　蹄　　部

澗　　管　　部

集合部（管腔）

毛　細　血　管

聞　　　　　質

髄　質　血　管　壁

腎　　　小　　　島

1

±

±

±

士

±

±

3

±

　十

　±

±～十

±

±

6

±

±

±

十

±

十

±

12

±

±

　±

　十

±～±

　±

　±　　　　±

±～±　十～土

24

±

十十～十

十～±

±～十

　±

　＝ヒ

蓮　注

±

±

｛1骨

±

士

十

±

±

±

十

十

G

±

±

　柵

±～±

　±

　十

　±

十

十

第3図腎臓の蒼鉛分布グラフ

甘

干

士
」

　×　　　x主部細尿管
　o…一…一く）潤　管　部

　ロー・一・一〇集合部

　闘一一→腎，小　島
　4r＿＿＿．述糸毬体毛細
　　　　　血管係蹄

　　　／一＼

σ，〆　ノ／

　／　　／
　　ノ　　　　　　　ク

1　　3　　6　　12　24時間

（13）膀胱の蒼：鉛概取歌曲

膀胱におV・ては，主として粘膜暦に多くそれ

は上皮細胞であり，3時間目に微量以下である

が，6時間目には小～微量となり，12～24時聞

目は小量：で，これは蒼鉛の尿中への排泄を示す

ものである．

V．内分泌系（脳下垂体，宴歌腺，副腎）

　（14）脳下垂体における蒼鉛概取は，後葉に

はヒれを認めす，前葉において僅かに認められ

る．それは実質細胞である．

　（15）甲欣腺の蒼鉛撮取歌曲

　甲1伏腺においては一般に少ない．膠様質及び

濾胞上皮に微：量出現するのみであるが，前者の

方が比較的優位である．

　（16）副腎の蒼：鉛撮取1伏態（第5表，第4図）

　副腎におや・ては，1回注射のもので3時聞目

第5表　　副腎の蒼鉛分布表

＼＝こ時　蘭
　　　　　＼．　臓　　　器　　　＼

1 3 6 12 24 蓮　注 G

被 膜 ± ± ± ±

皮

質

髄
質

糸　　毬　　鼠

毛　細　血　漏

斗　　状　　層

毛　細　血　管

網　　状　　層

毛　細　血　管

髄　質　細　胞

血　　　　　時

±

±

±

±

±

　±

　二

二～±

　±

　±

　±

±

　±：　1±～±

　±　　，　±

±｝±
　±　　1　±
　　　1
±～十1　寸
土　1士

±

±

±

±

士

±

±

十
：±：

　十

　±

　±

十十～柵

　±

　±

±～十

　±

　±

十～十十

　土

±
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第4図　副腎の蒼鉛分布グラフ

　　　　　ま：＝二三難1｝頗

　i　　　　　△・一一一一△髄質細胞

　　　　　　　　　　X－X　＋　　　　　／

1　　　　　5　　　　6　　　　12　　　　24　｝痔闇

に皮質の索状暦及び網欣層に微：量の癬取を認

め，12時聞目には網鉛直は小量となり最高を示

し，索歌暦は微量である．連続注射にては，皮

質は髄質に比して特に多く，それは網状暦及び

索状層である，

IV．脳における分布（大脳，聞脳）

　（17）大脳の蒼：鉛脂取摘下

　大脳においては皮質に認められるが，1回注

射においても連続注射においても蒼鉛撮取歌態

に大差がない　一般に擶取は少なく，内層に微

量の分布を認めたのみである．

　（18）聞脳の蒼鉛構取状態（第6表）

　魚脳においては，蒼：鉛の購取は少なく，僅か

に12時間目における第3脳室壁及び脈絡叢の微：

量を認めるのみであるが，これは蒼鉛剤が，脳

脊髄液に浸入するととを示すものである．

VIL● ｻの他（睾丸，筋肉，皮膚）

第：6表　　闇脳の蒼鉛分布表

ミ＼蒔一髄 @問一
　　　　　ヘキ　
」藍　　器　　＼＼一

二　　　　抵　　　二

二　　　　　　　　丘

脈絡叢及び第3脳室二
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血
管

壁

腔
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±

3
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士

±
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一～±

±～±

　±

±

±

12 24

±

±

±

±

：：ヒ

　±

　±

±～±
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±

土

旧注｝c
　　　t

±　　　　±

±　　1±～±

±　　　±～十

±　　　　±

±

± ±～十

　（19）睾丸の蒼鉛撒取状態

　睾丸においては非常に僅かである．連続注射

によって細尿管部にお・けるセルトリ氏細胞に微

量以下，間質細胞においては小～微量を認め
る．

　（20）筋肉の蒼鉛揖取歌態

　筋肉にお・いては，6時三目より筋繊維に微量，

24時間遠には小～微量と増加している．筋細胞

核には陰性である．

　（21）皮膚の蒼鉛揖取状態

　皮膚においては，京女における網面面に12時

重目に小～微量が最高である．叉皮質における

発芽暦は微量である．皮下組織においては12～

24時間目に微量乃至それ以下の撮取を示してい

る．

第4章総括及び考按

　以上の結果を総括するに，（D私の考按した

蒼鉛に対する組織化学的証明法によっては，正

常なモルモヅトの各臓器において蒼鉛を認めな

かった．（H）蒼鉛剤の注射を行った結果，各臓

器に癬博せられる蒼鉛を時間的に追求した結果

を士幌を優位のものより述べれば，次の順位で

ある．これを組織における分布を合せ述べれ
ば，

　（1）腎臓（第4表）及び第3図参照）におけ

る撮取は最も優位で，糸幅休斯界血管熊掌部に
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は6～12時要目に微量であるが，主部細尿管に

おける6～12時間目の中等量が最：高である．吹

は潤鞍部であり，やはり6～12時間目に小量，

化学的感受帯である腎小島では小～微：量を示し

ている．集合部においては主として管腔内であ

るが，12～24時聞目に微～小量に増加する．と

れは尿への多量の蒼鉛排泄を物語るものであっ

て，後述の腸管よりの蒼：鉛排泄と比較すれば非

常に多量である．蓮続注射の場合は主部細尿管

に大：量，潤管部に中等量，腎小島に小量の分布

を示している．

　（2）肝臓（第3表及び第2図）におV・ては，

：先ず星芒細胞に3時聖目には小：量となり12時間

まで継続し，次いで肝細胞には時闇的に遅れて

6時間目より小量となり24時間後も小量であ

る、従って肝臓においては，星芒細胞は迅速に

且つ多：量に鳥取を行V・排泄も比較的速かであっ

て，肝細胞はこれより由れて播重し且つその：量

も比較的少なく，而して排泄は逞いものであろ

うと考える，連続注射に呪いては両細胞共に多

量に蒼鉛を樋叛している．而して肝小葉中心暦

は1～6時間目に周辺麿に比して多いが，12－

24時聞目には大体同量の分布を示す．ヒれは特

に小胆管蛇管部の蒼鉛分布の増加のためであ

る．

　（3）脾臓（第1表及び第1図）においては，

網歌細胞に多くそれは6～24時聞目の小量で，

ギフロン注射によるものは非常に多量であって

大量を示している．次は濾胞周辺暦であり，3

～12時聞目に小：量乃至微：量であるがギフロン注

射においては梢ζ大量を示す．又黄動脈壁にも

比較的多く6時凹目に小量を示し，ギフロン注

射の場合は中等：量を示している．この濾胞周辺

層及び萸動脈壁は化学的感受帯といわれる部分

である．従来の文献によれば，脾臓における蒼

鉛撮取量は陰性である．非常に少ないからであ

るが，私の実験成績では腎臓，肝臓に次いで優

位に蒼鉛を構取することを認めた．

　（4）膀胱におV・ては粘膜上皮細胞に12～24

時間目に小：量の年取を行い，腎臓よりの蒼鉛の

排泄に其つた分布を示している．

　（5）副腎（第5表及び第4図）においては12

時題目が最高値を示し，それは皮質の網歌麿で

ある．

　（6）筋肉，皮膚，胃，大腸．筋肉において

は筋繊維に多く，6～24時間を通じて微：量の分

布．皮膚では12時聞目が多く，上皮における発

芽暦，眞皮では主として網状層に認められた．

胃及び大腸では上皮細胞よりも圖有暦に多い．

　（7）僅かではあるが蒼鉛の撮取を認めるも

のは肺臓，脳（主として脳室壁及び脈絡叢），

膵臓，甲歌腺，睾丸，唾液腺，胆嚢，淋巴腺で

ある．

　以上の諸成績から従来問題として取上げられ

たヒ．とを批判して見れば，a）注射後最：も速か

に多量の蒼鉛を撫幽する臓器は腎臓であり，次

いで肝臓であることはすべての文献に一致した

事実である．b）脾臓への出現は，浜屋1のは肯

定し，野口11）は否定しているが，私の成績より

脾臓への出現は腎臓，肝臓にi交いで多いことを

認めた．c）蒼鉛の尿及び尿への排泄は尿中に

多く尿中には少なV・．とれは腎臓，膀胱の分布

に比して胃，大腸の分布が非常に低位であるヒ

とから推察出来る．これも多くの文献に一致し

た事実であるが，腸管における蒼鉛の排泄部位

は私の成績から，主として大腸，次ぎに胃であ

ると碓認する．～守れは橋本15）及びAkamatu　23）

と同意見である．d）脳脊髄液及び唾液腺への

蒼鉛の排泄の存否も一定した結論はないが，私

の成績では僅かではあるが蒼鉛の出現を認める

と述べた石20）及び：Fabre　u　Pico1122）と同結果

を得た．

　倦て私共教室同人が提唱しつつある化学的感

受帯（広汎性内分泌）系統単読においては，腎

臓に：拾ける腎小島，脾臓に：拾ける濾胞周辺暦

及び黄動脈壁，肺臓におや・ては気管枝潤管部

及びその周囲領域，膵臓においてはComplex

neuro－h、sulaire部位は化学的感受帯であるとい

われるが，との部分に相当優位に蒼鉛顯粒を認

め允ことは，私共の提唱する学説に実験的証明
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の一端をなしたものと思考する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5章結

　私は蒼鉛に対するアンチピリン・メチレンア

ミンを試薬とする新い（組織化学的証明法を考

案し，これを以て蒼：鉛剤（硝酸蒼鉛及びギフロ

ン）注射のモルモットの各臓器の蒼鉛庸寸寸態

を時間的に検索して次の如き結果に達した．

　（1）時間的量的に蒼鉛樋門の多v・臓器より列

記すれば，腎臓，肝臓，脾臓，膀胱，副腎，筋

肉，皮膚，大腸，二等である．

　（2）注射された蒼鉛は，大部分は腎臓より尿

へ，一舶ｪは大腸，次V・で胃より尿中に排泄せ

られるものである．

　　　論

　（3）僅かであるが蒼鉛の脳脊髄液への移行を

認めた．

　（4）腎臓，脾臓，肺臓，膵臓における化学的

感受帯に相当優位に蒼二鉛撮取を認めたヒとは，

私共教室同人の提唱する広汎性内分泌系統学論

に対して実験的証明の一端をなしたものと思考

する．
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